







向上につながるのか，そして生き方理解へとつながっていくのかを検討したものである。研究型 A 大学の大学 3，


























して， 多国間の研究者からなる DeSeCo（Definition 






















































「汎用的技能」との関連を検討した結果，1 ～ 2 年生
の段階では「自我同一性」および「汎用的技能」にお












































調査対象　研究型 A 大学の大学 3，4 年生 249 名（男
子 127 名，女子 122 名）を対象とした。平均年齢は
21.06 歳（SD ＝ .90）であった（Table 1）。
Table 1　被験者属性
3 年 4 年 合計
男子 68 59 127
女子 75 47 122
合計 143 106 249










































度を尋ねる 5 領域を「重要である＝ 2 点」～「重要で
ない＝ -2 点」，「やっていない＝ 0 点」という形で得
点換算し，標準得点化した。そのうえで階層クラスタ
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Figure 1　大学生の正課・正課外活動の重要度タイプ分類（階層的クラスタ分析・Ward 法）
Table 2　因子分析結果（社会人基礎力尺度）
M SD Ⅰ Ⅱ Ⅲ h2
Ⅰ チームワーク　　　　　　　α=.91
25 自分の意見を持ちながら，メンバーの意見も共感を持って受け入れている。 4.52 1.02 .85 .00 -.10 .47
27 立場の異なるメンバーの背景や事情を理解している。 4.37 1.07 .75 -.08 .07 .48
26 なぜそのように考えるのか，メンバーの気持ちになって理解している。 4.37 1.08 .74 -.11 .14 .51
24 先入観や思い込みをせずに，メンバーの話を聞いている。 4.22 1.11 .70 -.02 -.11 .53
23 相槌や共感等により，メンバーに話しやすい状況を作っている。 4.58 1.10 .69 -.12 .06 .49
31 メンバーに迷惑をかけないように，ルールや約束・マナーを理解している 4.76 1.03 .68 -.06 .10 .44
30 周囲の人間関係や忙しさを把握し，状況に配慮した行動をとっている。 4.45 .96 .66 .05 .04 .59
32 メンバーに迷惑をかけたとき，適切な事後の対応をしている。 4.64 1.03 .66 -.01 .05 .31
33 規律や礼儀が求められる場面では，礼節を守ったふるまいをしている。 5.00 .99 .60 .06 -.06 .40
29 自分にできること，他のメンバーができることを判断して行動している。 4.59 .84 .50 .10 .09 .44
38 グループでの自分のタイプや癖を理解している。 4.86 .90 .48 .15 -.14 .37
36 ストレスを感じても，考え方を切り替え，コントロールしている。 4.35 1.13 .46 .06 -.08 .36
22 内容の確認や質問等を行いながら，メンバーの意見を理解している。 4.41 .91 .45 .06 .24 .32
28 周囲から期待されている自分の役割を把握して，行動している。 4.43 1.07 .42 .29 .09 .26
Ⅱ シンキング＆アクション　　α=.89
9 困難な状況から逃げずに目標に向かって取り組み続けている。 4.36 1.05 .06 .84 -.26 .26
7 目標達成に向かって粘り強く取り組み続けている。 4.51 1.11 -.07 .76 -.06 .60
8 とにかくやってみようとする果敢さを持って課題に取り組んでいる。 4.54 1.07 .04 .71 -.17 .60
3 自分の役割や課題に対して自発的・自律的に行動している。 4.51 1.00 .07 .62 .08 .45
11 現状を正しく認識するための情報収集や分析をしている。 4.09 1.05 .00 .61 .03 .44
14 目標達成までの計画と実際の進み具合の違いに留意している。 4.03 1.14 -.16 .61 .13 .46
2 困難なことでも自分の強みを生かして取り組んでいる。 4.45 .92 .27 .60 -.16 .40
10 目標達成のために現段階での課題を的確に把握している。 4.28 1.00 -.03 .57 -.01 .62
13 目標達成までのプロセスを明確化し，実用性の高い計画を立てている。 3.95 1.14 -.11 .56 .26 .62
16 複数のもの・考え方・技術等を組み合わせ，新しいものを作り出している。 3.82 1.16 .07 .49 .06 .57
18 目標達成を意識し，新しいものを生み出すためのヒントを探している。 4.08 .98 -.02 .48 .08 .45
15 計画の進み具合や不測の事態に合わせて，柔軟に計画を修正している。 4.18 1.08 -.06 .45 .27 .39
17 従来の常識や発想を転換し，新しいものや解決策を作り出している。 3.84 1.19 .09 .40 .09 .50
Ⅲ リーダーシップ　　　　　　α=.83
20 メンバーがどのような情報を求めているかを理解して伝えている。 3.97 1.04 .03 -.09 .80 .51
19 グループでの取り組みで，メンバーに情報をわかりやすく伝えている。 4.11 1.09 .02 -.03 .78 .47
4 メンバーの協力を得るために，メンバーの行動の必要性や目的を伝えている。 4.24 1.02 -.08 .17 .67 .35
21 話そうとすることを自分なりに理解したうえでメンバーに伝えている。 4.57 1.03 .22 -.08 .55 .20
6 グループの目標を達成するために，積極的にメンバーに働きかけている。 4.11 1.12 .00 .39 .45 .24
因子間相関 Ⅰ -
Ⅱ .48 -












































（N=62） F 値 多重比較
チームワーク 4.52 4.52 4.41 4.68 1.40 n.s.
（.69） （.67） （.69） （.68）
シンキング＆アクション 4.20 4.03 4.14 4.45 4.08** CL2,CL3<CL4
（.71） （.73） （.62） （.67）
リーダーシップ 4.17 4.21 4.10 4.33 .86 n.s.
　 （.80） （.83） （.79） （.87）
社会人基礎力（総合） 12.80 13.16 12.17 13.18 2.69 † CL3<CL4
（1.71） （1.80） （1.83） （2.05）
（）内は標準偏差 ,　**p<.01，† p<.10
Table 4　活動の重要度タイプごとの社会人基礎力と自我同一性地位との関連
CL1 CL2 CL3 CL4 合計
同一性達成 度数 23 13 ▽ 18 29 ▲ 83
% 9.24% 5.22% 7.23% 11.65% 33.33%
調整済み残差 .94 -1.92† -1.59 2.59**
早期完了 度数 11 12 11 11 45
% 4.42% 4.82% 4.42% 4.42% 18.07%
調整済み残差 .06 .67 -.60 -.08
モラトリアム 度数 9 9 19 ▲ 13 50
% 3.61% 3.61% 7.63% 5.52% 20.08%
調整済み残差 -1.13 ‐.92 1.74† .20
同一性拡散 度数 17 23 ▲ 22 9 ▽ 71
% 6.83% 9.24% 8.84% 3.61% 28.51%
調整済み残差 -.04 2.25* .64 -2.82**
合計 60 57 70 62 249
**p ＜ .01, *p ＜ .05，†p ＜ .10
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What Students Can Learn to Acquire in the Transitional Phase from College to Work: 
Relations among Regular and Extra-curricula Activities, Fundamental Competencies for 
Working Persons and Ego-Identity
Mai Iseri（Waseda University）
Shigeo Kawamura（Waseda University）
This study examined what type of students, as they prepare for life after graduation, tend to acquire Fundamental 
Competencies for Working Persons as well as understanding of functional living. 249 college juniors and seniors took a 
questionnaire regarding their values and priorities of regular and extra-curricula activities such as class attendance and part-
time jobs. Results showed that 1) there were 4 student types clustered by their prioritized activities, which partly supported 
related previous research hypotheses, and 2) one of the student types (active in various regular and extra-curricula activities) 
had a greater number of students who established their Ego-Identity. The results were examined through comparisons with 
previous research results on student regular and extra-curricula activities and experiential learning.
Keywords: regular and extra-curricula activities, Fundamental Competencies for Working Persons, Ego-Identity
